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要約 A聾学校小学部において「総合的な学習の時間」を平成12年度から3年間にわたって実践した。本稿では,

そのうちの第1年次のものが報告された。平成12年度には4, 5, 6年生の児童を対象に「総合的な学習の時

間」をスタートさせた。「総合的な学習の時間」の設定にあたり,すでに先行的に実施している通常の小学校

の実践を参考にし,聴覚障害児の興味・関心がどのようなものなのか,どういった活動が展開できるのか,と

いったことを探りながら進めた。聴覚障害児の実態として受け身的である,調べ学習が身についていない,表

現する力が弱い,自ら疑問をもつことが少ない,等が挙げられた。このような実態から聴覚障害児の身のまわ

りの生活の中から題材を選び,じっくり取り組む時間を設定し,児童の周りの生活用品や遊び道具,植物や生

物,食事などを題材とし,生活経験を活かして活動に取り組みやすくした。また聴覚障害児が主体的に行動で

きる行事をこれらの題材と関連づけ,体験的な活動を多く取り入れた。このような活動設定により聴覚障害児

が主体的に活動できる機会をもち,意欲を高めていくことが示された。
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I はじめに

聾学校小学部では,小学校に準する教育がなされて

いることから「総合的な学習の時間」が設定され,取

り組みが進んでいる。このことは,毎年開催されてい

る聴覚障害教育分野の実践的研究の集会である全日本

聾教育研究大会の平成10年度大会以来,発表されてい

ることにも反映しており,多くの教師が関心をもって

いる。平成12年の第36回大会では,「総合的な学習の

時間」の分科会が設けられ,発表数も11件と増加して

おり,そのうち小学部の実践は8件発表されている。

このように聾学校においても「総合的な学習の時間」

は,従来からの関心事であった自立活動や言語指導,

他の教科の指導法と同様に,その支援の在り方や内容

等を研究していく必要性があると認識され始めた。当

初の報告は,「総合的な学習の時間」の捉え方や取り

組み方といった位置づけに関する事柄が多かったが,

その後は実践そのものの発表が主流となってきている。

「総合的な学習の時間」の導入により,各々の聾学

校では,様々な角度から取り組んでいる。検討課題と

しては,「総合的な学習の時間」とは何か,聴覚障害

児にとって「総合的な学習の時間」とは何か,聴覚障

-107

害児にとっての「生きる力」とは何か,この時間で目

指す子どもの姿は何か,教育課程にどのように位置づ

けるか,教科・領域とどのように関連付けるか,活動

の名称や内容をどうするのか,等があげられる。平成

12年度の時点では実践に関する評価について検討した

ものは見られない。まだ試行錯誤の段階であり,ます

どのように設定し取り組んでいくかといった点に重点

がおかれているためである。

そこで聾学校小学部における「総合的な学習の時間」

の在り方を検討するために,聴覚障害児にとっての

「生きる力」とはなにか,その「生きる力」を育成す

るためにはどのような支援が必要か,等の観点から平

成12年度から平成14年度の3年間にわたって実践的研

究を試みた。

本報告では,そのうちの平成12年度の実践を述べる。

Ⅱ 計画

平成12年度は,A聾学校小学部に在籍する4, 5,

6年生の児童を対象に70時間(週2時間)を設定し,

実践を開始した。

表1に平成12年度の年間指導計画を示す。
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表1 平成12年度年間指導計画
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指導者は学級担任の3名であった。

児童の実態から以下の4つが考慮すべき課題として

挙げられた。

① 本来,主体的な活動である「調ぺ学習」において,

受け身的な様子がみられる。疑問を抱くことも少な

く,どんなことを調べたらいいのか分からない,と

いう実態が指摘される。

②「調べ学習」を進める上で,関連した本を探す,

人に聞くなどの調べる方法を見つける段階において

も支援が必要である。

③調べたことを理解する力,まとめて表現する力,

相手に伝える力が弱い。

④自ら疑問をもったり,解決したりすることが十分

にできない。受け身的である,基礎学力が弱いなど

が指摘される。

このような実態・課題から実際に見る・触れるといっ

た経験を多く積むことが児童の心をゆさぶり,自ら疑

問をもつために必要であると考えた。事物をじっくり

見ること,親しむこと,ふれること,体で感じること

等,普段の生活の中ではゆっくりとできない体験を

「総合的な学習の時間」の活動として取り入れ,自ら課

題を見つけていくきっかけにしていきたいと考えた。

児童がじっくりと取り組むことのできる対象として,

身近にあるものを取り上げようと考えた。児童の周り

の生活用品や遊び道具,何気なく目にしている植物や

生物,毎日食べている食事など,これらは,普段の生

活において常に児童が使ったりふれたりして,イメー

ジをきちんともっているものである。名称を知ってい

るだけでなく,生活経験によりどのようなものである

かを児童なりにしっかりと把握している。そういった

ものを対象にすることにより初めての活動への取り組

みやすさや楽しさが生まれてくると考えた。

また,学習においては受け身的な児童が,主体的に

行動できる場面として行事を取り上げた。行事には学

校を離れて学習を行う野外活動や自分たちの思いを表

現する学習発表会などがある。そのうち,様々な出会

いや貴重な体験が期待される修学旅行や社会見学,野

外活動といった行事を総合的な学習の時間の活動内容

と関連づけて進めていくことにした。行事のデメリッ

トとして,その期日が決まっていることから学習計画

を行事に合わせたり,利用施設などの制約により活動

の内容が左右されたりすることも予想された。しかし,

児童が主体的に活動できる機会を多くもつこと,その

中でさらに活動への意欲を高めていくことを期待し,

行事と関連させながら活動を進めることにした。

Ⅲ 実践

(1)単元・題材

石や草花,木々や川,天気や四季の変化といった自

然は,児童の身近に存在し,意識できるものである。

また,自然は,身近なものであるので実際に見る,ふ

れるといった体験が十分にできる。また,その事物も

様々であるので興味・関心をいだくことができ,対象

も幅広い。

このようなことから「自然そのもの」を題材として

活動する内容を1学期,2学期に設定した。A聾学校

では,毎年7月上旬に4, 5, 6年生で野外活動に出

かける。自然豊かな場所で自然にじっくりと親しむ活

動を行事の中に盛り込み,総合的な学習の時間の活動

と関連づけて進めることとした。

(2)対象児童の実態

対象の児童は, 4, 5, 6年生の12名(男子6名,

女子6名)である。日頃から児童会活動やクラブ活動

などで,共に活動することの多い集団である。聴力と

自然への興味・関心,活動における実態を表2に示す。

このグループは,学年の差のみならす,言語力や理

解力などにおいても差異が見られる。また,興味・関

心の対象も様々である。対象児の実態の開きはあるが,

グループごとに活動を進める中で,友達の調べたこと

や興味をもったことを知ることができ,そこから自分

の興味・関心を広げていくことができると考えた。

本実践で取り上げた「自然」は,身近にありながら

普段の生活の中では,あまり深くふれることもなく,

興味をもつことも少ないものである。児童によっては,

自然と自然でないものの区別が付かないという場合も

あれば,教科学習の成果として植物の生長に必要な条

件を知識として身につけている場合もある。ク勺レープ

全体の傾向としては,身近な植物でありながら植物と

雑草の区別が付かない,星は見ていても星座について

は知らないなど,見たままの姿のイメージから広がっ

ておらす,また生活経験の中で自然に関する知識や活

かし方などを身につけていく力も乏しいことが指摘で

きる。

(3)活動のねらい

本実践では図1に示されるような「活動のねらい」

にもとづいて進めることにした。ねらいにっいては,

「子どもの目標となる活動のねらい」と「教師のねら

い」の2点を明確にするようにした。
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表2 児童の実態
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活動の計画図2

111 --



本多,都築;聾学校小学部における「総合的な学習の時間」の取り組み

表3 ある1時間の活動の展開
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(4)活動の計画

上記のねらいを達成するために,図2の活動計画を

立てた。留意した点は,児童の実態を考慮し,自然の

中で具体的に目に見えるものや触れるものをできるだ

け対象としたことである。また,この活動を通してさ

らに新たに活動が生み出せるような流れを意識したこ

とである。その対象となるものは,植物や生物,石や

川,星など幅広く設定し,限定するのではなく児童が

自分で選べるようにと考えた。

野外活動では,これまで行ってきたハイキングや川

遊びなどの体験の見直しをした。ただ野外に出て体験

をする,というだけでなく,これまで総合的な学習の

時間において活動してきたことが野外活動での体験の

準備となったり,実際の体験で実感したりということ

ができるようにと考え,自然教室という名で活動する

ことにした。そして,一次の段階から自分のやりたい

ことは何か,という目的意識を常にもって活動できる

ような流れとその支援を考えながら実践に取り組んだ。

(5)支援の実際

一次の段階では,「○○したい」,

「調べてみたい」,「何だろう」と

いう思いがなかなか出てこない児

童たちに対して,自然の事物を提

示し,じっくりと見る,ふれる時

間をもつことにした。その中で,

子どもたちの心の変化を感じ取り,

共感していくようにした。少しで

も子どもたちに引っかかるものが

あればと,様々なものを教材とし

て準備した。子どもたちの心を少

しでも揺さぶり,「○○したい」

という思いを引き出すことが,こ

の一次での大きなねらいでもあっ

た。そのための活動,支援の一つ

として,ある1時間の活動の展開

を表3に示した。

二次の段階では,一次で決めた

活動から実際に野外活動の場で活

動を進めた。教師側の予想以上に

児童の活動は多岐にわたったが,

引率の職員の配置を工夫し,児童

が考えた全ての活動ができるよう

にした。また,野外活動のしおり

がそのまま活動の足跡となるよう

に作成した。自分の目的をしおりに事前に書き込んで

いく欄も設け,自分の活動をしっかり意識して野外活

動に参加できるようにした。自然の中という状況や実

際に自然の中に在るものを感じながらの活動は,ほと

んどの児童にとっては時間が足りない,まだやり足り

ない,というぐらい活動の時間を満喫していた。

三次の段階では,野外活動での成果を発表会という

形で報告しあい,それぞれの活動のよさを誉めあった。

支援者からの評価,友達からの評価だけでなく,野外

活動後に保護者にも連絡をしておき,その活動の様子

を細かく伝えておき,保護者からも評価をしてもらう

ように配慮した。また,野外活動の際の児童のつぶや

きやしおりに書いたことを,次の活動に活かせるよう

に把握した。まだまだ全ての児童が,自分から「○○

したい」という思いが出せるわけではないが,野外活

動で自分の決めた活動をとことん取り組んだ,という

自信が見受けられた。

表4 G, H, L児の様子と変化
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(6)児童の様子と変化

1年目の実践において,児童は教科学習と違う新し

い活動に戸惑ってはいたが,行事と関連づけたことで

楽しさを味わう姿が見られた。しかし,興味・関心が

なかなか引き出せない,興味をもってもすぐに冷めて

しまうといった児童の姿も見られた。 1年目の取り組

みの要諦は,どうしたら活動の意欲を引き出し高めて

いけるかという点であった。活動が途切れてしまう,

前活動が記憶に残っていないなどの問題や情報の乏し

さ,受け身的な姿勢といった課題が明らかとなった。

こうした課題は,教科学習においても同様であり,従

来から聴覚障害児の特性として指摘されさ,指導の上

でも配慮されてきたことでもある。 1年目の実践では,

このような特性が「総合的な学習の時間」を進める上

で,最も大きな課題として確認され,改めて聴覚障害

児における「総合的な学習の時間」の取り組みの工夫

が必要であると認識された。

本実践の対象児のうち,特に変化が大きかったのは

G, H, L児の3名であった。これらの児童を取り上

げ,一次,二次,三次での活動の様子と変化を表4に

示す。

IV おわりに

A聾学校では,「総合的な学習の時間」の実践は,

平成12年度から開始された。「とりあえすやってみよ

う」というところから開始したものではあったが,児

童は教科学習とは異なる新しい活動の中で様々なこと

を学ぶことができたようだ。興味・関心の薄い児童が

どのようにしたら活動の意欲を引き出し,高めていけ

るのかが課題であったが,支援者の関わり方が大切で

あることを改めて認識した。また,教材の準備は実際

にとても大変なものではあったが,そういった著労を

経て,教材について支援者自身が理解を深めることが,

児童の心を揺さぶることにつながったと思われた。

児童の変化や姿からこの1年間の実践においていく

っかの成果が得られた。しかし,その一方で,より効

果的な支援の方法や聴覚障害児に合った「総合的な学

習の時間」の進め方について検討する必要もあると思

われる。聴覚障害児教育においては,これまで教科の

指導やことばの指導などで,聾学校ならではと言える

専門的な指導法が行われてきている。「総合的な学習

の時間」はまだ始まったばかりであり,聾学校におけ

る「総合的な学習の時間」の実践を今後も進めていき

たい。
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